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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

提出会社の状況

回次 第24期中 第25期中 第26期中 第24期 第25期

会計期間

自平成17年
９月１日
至平成18年
２月28日

自平成18年
９月１日
至平成19年
２月28日

自平成19年
９月１日
至平成20年
２月29日

自平成17年
９月１日
至平成18年
８月31日

自平成18年
９月１日
至平成19年
８月31日

売上高（千円） 4,863,207 4,567,876 4,460,132 8,957,445 8,565,354

経常利益（千円） 331,541 176,485 204,466 252,820 48,844

中間（当期）純利益又は当期

純損失（△）（千円）
136,097 98,779 119,937 85,517 △196,910

持分法を適用した場合の投資

利益（千円）
－ － － － －

資本金（千円） 409,796 409,796 409,796 409,796 409,796

発行済株式総数（株） 9,154,442 9,154,442 9,154,442 9,154,442 9,154,442

純資産額（千円） 2,662,741 2,616,725 2,359,013 2,585,359 2,304,392

総資産額（千円） 4,877,391 4,735,545 4,768,130 4,692,293 4,765,217

１株当たり純資産額（円） 317.06 313.57 283.97 308.96 277.38

１株当たり中間（当期）純利

益金額又は１株当たり当期純

損失金額（円）

16.15 11.81 14.43 10.17 △23.60

潜在株式調整後１株当たり中

間（当期）純利益
－ － － － －

１株当たり配当額（円） － － － 7 7

自己資本比率（％） 54.6 55.3 49.5 55.1 48.4

営業活動による

キャッシュ・フロー（千円）
122,604 99,499 45,458 280,381 165,999

投資活動による

キャッシュ・フロー（千円）
64,291 59,806 29,329 △38,866 6,182

財務活動による

キャッシュ・フロー（千円）
△89,122 △142,979 △125,231 △173,014 △177,782

現金及び現金同等物の中間期

末（期末）残高（千円）
558,247 550,296 472,000 532,022 529,074

従業員数（人） 324 364 382 374 384

（注）１．第24期中から第26期中及び第24期の潜在株式調整後１株当たり中間（当期）純利益については、潜在株式が

存在しないため記載しておりません。また、第25期の潜在株式調整後１株当たり当期純利益については、１株

当たり当期純損失であり、また、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

２．売上高には、消費税及び地方消費税（以下「消費税等」という）は含まれておりません。

３．当社は中間連結財務諸表を作成しておりませんので、「連結経営指標等」については記載しておりません。

４．持分法を適用した場合の投資利益については、関連会社がないため記載しておりません。
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２【事業の内容】

当中間会計期間において、当社が営む事業の内容について、重要な変更はありません。

３【関係会社の状況】

 当中間会計期間において、以下の会社が新たに提出会社の関係会社となりました。

名称 住所
資本金
（千円）

主要な事業内容
議決権の所有
割合（％） 

関係内容

株式会社エー・エス・エー

プランニング

東京都港区港南２丁目

11番１号
10,000

販売促進用品の

販売
100

当社製商品の

販売、役員の

兼任

４【従業員の状況】

(1）提出会社の状況

 平成20年２月29日現在

従業員数（人） 382

　（注）　従業員数は就業人員であります。

(2）労働組合の状況

　労働組合は結成されておりませんが、労使関係は特に問題なく推移しております。
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第２【事業の状況】

１【業績等の概要】

(1）業績

当中間会計期間における我が国経済は、原油価格の高騰や米国サブプライムローン問題などの影響による景気減

速の懸念など、先行きに不透明感が漂い、堅調な輸出や設備投資に支えられてきた経済環境にも停滞感が見受けら

れ始めました。

当社を取り巻く環境におきましては、依然として生活必需品が中心のスーパーなど小売店は売上が伸び悩み全体

的に苦戦を強いられており、厳しい状況で推移しました。

このような状況の中で、当社は当事業年度より新たに策定した中期計画において、企画提案型組織力を生かした

食料品メーカー等への新規・深耕や、継続的安定受注に向けたリージョナルチェーンなどの流通業に対する取引拡

大に注力、更に全国の取引基盤を活用した大手企業の支店・部門関連会社への営業横展開など積極的な事業展開を

推進しました。

品目別売上高は、別注製品で微増収となったものの、卸売業・サービス業などからのイベントの受注減や中国よ

り直輸入したキャラクター商品の撤退等による影響を受け、商品・自社企画製品で減少し、当中間会計期間の売上

高は、前年同期比2.4％減の4,460百万円となりました。一方、損益面では、営業利益は売上総利益率の改善が寄与した

こと等により前年同期比23.8％増の212百万円、経常利益は前年同期比15.9％増の204百万円、中間純利益は前年同期

比21.4％増の119百万円となりました。

(2）キャッシュ・フロー

当中間会計期間における現金及び現金同等物（以下「資金」という）は、前事業年度末に比べ57百万円減少し、

当中間会計期間末は472百万円となりました。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

営業活動の結果得られた資金は45百万円（前年同期比54.3％減）となりました。これは、税引前中間純利益が

204百万円、仕入債務の増加66百万円、売上債権の増加63百万円、たな卸資産の増加86百万円、法人税等の支払34百

万円があったこと等によるものです。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

投資活動の結果得られた資金は29百万円（前年同期比51.0％減）となりました。これは、定期預金・定期積金の

払戻による収入304百万円、定期預金・定期積金の預入による支出152百万円、投資有価証券取得による支出111百

万円があったこと等によるものです。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

財務活動の結果使用した資金は125百万円（前年同期比12.4％減）となりました。これは、長期借入金の返済に

よる支出67百万円、配当金の支払額57百万円があったこと等によるものです。
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２【生産、受注及び販売の状況】

(1）生産実績

品目
第26期中間会計期間

（自　平成19年９月１日
至　平成20年２月29日）

前年同期比（％）

製品   

自社企画   

ポスター類（千円） 186,168 116.0

のぼり、幕類（千円） 123,864 111.1

ポリエチレン類、その他のプラスチック製品

（千円）
564,371 97.7

その他（千円） 71,598 45.9

自社企画製品計（千円） 946,002 94.0

別注   

ポスター類（千円） 846,012 100.2

のぼり、幕類（千円） 596,534 94.5

ポリエチレン類、その他のプラスチック製品

（千円）
680,258 106.5

その他（千円） 357,423 109.3

別注製品計（千円） 2,480,229 101.6

合計（千円） 3,426,231 99.4

　（注）　上記の金額は販売価格で表示しており、消費税等は含まれておりません。

(2）商品仕入実績

品目
第26期中間会計期間

（自　平成19年９月１日
至　平成20年２月29日）

前年同期比（％）

包装紙、紙袋類（千円） 49,882 91.6

のぼり、幕類（千円） 44,793 167.7

造花、スチロールボード類（千円） 695,139 93.2

その他（千円） 152,466 92.6

合計（千円） 942,282 95.0

　（注）　上記の金額は仕入価格で表示しており、消費税等は含まれておりません。

(3）受注状況

　自社企画製品につきましては見込み生産のため、該当事項はありません。

　別注製品につきましては、受注から売上計上まで８日間程度と短期間であり、販売実績とほぼ一致すること及び受

注残高も寡少であることにより記載しておりません。
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(4）販売実績

１）品目別売上高

品目
第26期中間会計期間

（自　平成19年９月１日
至　平成20年２月29日）

前年同期比（％）

製品   

自社企画   

ポスター類（千円） 176,694 95.1

のぼり、幕類（千円） 124,015 87.7

ポリエチレン類、その他のプラスチック製品

（千円）
461,593 95.9

その他（千円） 79,055 82.4

自社企画製品計（千円） 841,359 93.0

別注   

ポスター類（千円） 831,429 98.7

のぼり、幕類（千円） 591,330 94.2

ポリエチレン類、その他のプラスチック製品

（千円）
665,626 106.5

その他（千円） 347,713 106.4

別注製品計（千円） 2,436,100 100.6

製品計（千円） 3,277,459 98.5

商品   

包装紙、紙袋類（千円） 53,248 99.0

のぼり、幕類（千円） 57,985 120.8

造花、スチロールボード類（千円） 889,253 98.5

キャラクター商品（千円） 1,773 3.7

その他（千円） 180,412 96.1

商品計（千円） 1,182,672 95.3

合計（千円） 4,460,132 97.6

　（注）１．数量の表示は、取扱い品目が多岐にわたり記載が困難なため省略しております。

２．上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

EDINET提出書類

株式会社アルファ(E05083)

半期報告書

 6/35



２）地域別売上高

地域
第26期中間会計期間

（自　平成19年９月１日
至　平成20年２月29日）

前年同期比（％）

北海道・東北地区（千円） 291,365 98.9

関東地区（千円） 2,081,487 99.0

甲信越・北陸地区（千円） 158,512 89.4

東海地区（千円） 574,762 100.7

近畿地区（千円） 621,934 88.8

中国・四国地区（千円） 408,080 98.4

九州・沖縄地区（千円） 323,989 105.6

合計（千円） 4,460,132 97.6

　（注）１．上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

２．上記の区分は、当社販売先の住所によっております。

３）業種別売上高

業種
第26期中間会計期間

（自　平成19年９月１日
至　平成20年２月29日）

前年同期比（％）

製造業（千円） 651,252 113.5

卸売業（千円） 444,048 84.5

小売業（千円） 1,812,241 98.4

飲食業（千円） 65,949 112.4

サービス業（千円） 1,385,453 95.2

その他（千円） 101,186 89.6

合計（千円） 4,460,132 97.6

　（注）　上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

４）主要販売先別売上状況

　前中間会計期間および当中間会計期間とも主要顧客（総販売実績に対する割合が10％以上）に該当するものは

ありません。

３【対処すべき課題】

　当社を取り巻く経営環境は、景気回復に向けた動きが期待されますが、ユーザーニーズはますます高度化し、サービ

スの質の向上が求められます。

　激化する企業間競争を勝ち抜くためにきめ細かくユーザーの声を拾い、商品開発やユーザーが直面している課題の

克服に取り組み、良きパートナーとしての役割を果たす必要があります。

　そのためには、前事業年度に設置したマーケティング部の充実や、営業推進課を強化し、専門性の高いプロフェッ

ショナルな人材の育成や、共有可能な情報を見直し、効率を高めること等、高い収益性の確保と売上の拡大を推進して

まいります。

４【経営上の重要な契約等】

　当中間会計期間において新たに決定又は締結した経営上の重要な契約等はありません。

５【研究開発活動】

　当中間会計期間において特記すべき事項はありません。
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第３【設備の状況】

１【主要な設備の状況】

(1）主要な設備の増加

当中間会計期間において、倉庫を譲受けにより取得しております。なお、当中間会計期間に取得した主要な設備の

中間会計期間末の状況は以下のとおりであります。

事業所名
（所在地）

設備の内容

帳簿価額

従業員数
(人)建物及び

構築物
（千円）

土地
（千円）
(面積㎡)

その他
（千円）

合計
（千円）

江並倉庫

（岡山県岡山市）
倉庫設備 60,303

53,444

（1,739）
2,649 116,397 －

　（注） 帳簿価額のうち「その他」は、工具器具備品の合計であります。なお、金額には消費税等は含まれておりません。

２【設備の新設、除却等の計画】

特記すべき事項はありません。 
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第４【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 36,000,000

計 36,000,000

②【発行済株式】

種類
中間会計期間末現在発行
数（株）
（平成20年２月29日）

提出日現在発行数（株）
（平成20年５月22日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 9,154,442 9,154,442 ジャスダック証券取引所 －

計 9,154,442 9,154,442 － －

（２）【新株予約権等の状況】

　該当事項はありません。

（３）【ライツプランの内容】

 　該当事項はありません。

（４）【発行済株式総数、資本金等の状況】

年月日
発行済株式総
数増減数
（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金残
高（千円）

平成19年９月１日～

平成20年２月29日

 

― 9,154,442 ― 409,796 ― 417,677
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（５）【大株主の状況】

 平成20年２月29日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
（株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

浅野　薫 岡山県岡山市 2,378,676 25.98

アルファ社員持株会 岡山県岡山市桑野709番地６ 1,136,600 12.41

藤井　昌博 岡山県岡山市 703,574 7.68

世古　孝二 岡山県岡山市 577,374 6.30

株式会社南日本銀行 鹿児島県鹿児島市山下町１番１号 410,000 4.47

有限会社アサノコーポレイ

ション
岡山県岡山市新保1319番地の５ 328,174 3.58

野村證券株式会社 東京都中央区日本橋１丁目９番１号 271,000 2.96

鈴木　荘平 香川県高松市 199,000 2.17

株式会社トマト銀行 岡山県岡山市番町２丁目３番４号 165,000 1.80

株式会社みずほ銀行 東京都千代田区内幸町１丁目１番５号 132,000 1.44

計 － 6,301,398 68.83

　（注）当社は自己株式847,320株を保有しております。

（６）【議決権の状況】

①【発行済株式】

 平成20年２月29日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式 847,000 － －

完全議決権株式（その他） 普通株式 8,257,000 8,257 －

単元未満株式 普通株式 50,442 －
１単元（1,000株）未満

の株式

発行済株式総数  9,154,442 － －

総株主の議決権 － 8,257 －

②【自己株式等】

 平成20年２月29日現在

所有者の氏名又
は名称

所有者の住所
自己名義所有株
式数（株）

他人名義所有株
式数（株）

所有株式数の合
計（株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

株式会社アルファ
岡山県岡山市桑野

709番地６
847,000 ― 847,000 9.25

計 ― 847,000 ― 847,000 9.25

２【株価の推移】

【当該中間会計期間における月別最高・最低株価】

月別 平成19年９月 10月 11月 12月 平成20年１月 ２月

       

最高（円） 245 220 210 195 192 190 
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月別 平成19年９月 10月 11月 12月 平成20年１月 ２月

       

最低（円） 210 195 187 161 175 176 

  (注）最高・最低株価は、ジャスダック証券取引所におけるものです。

３【役員の状況】

　前事業年度の有価証券報告書の提出日後、当半期報告書の提出日までの役員の異動はありません。
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第５【経理の状況】

１．中間財務諸表の作成方法について

　当社の中間財務諸表は、「中間財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則」（昭和52年大蔵省令第38号。以

下「中間財務諸表等規則」という。）に基づいて作成しております。

　なお、前中間会計期間（平成18年９月１日から平成19年２月28日まで）は、改正前の中間財務諸表等規則に基づき、

当中間会計期間（平成19年９月１日から平成20年２月29日まで）は、改正後の中間財務諸表等規則に基づいて作成し

ております。

２．監査証明について

　当社は、証券取引法第193条の２の規定に基づき、前中間会計期間（平成18年９月１日から平成19年２月28日まで）

の中間財務諸表について、並びに、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、当中間会計期間（平成19年９

月１日から平成20年２月29日まで）の中間財務諸表について、監査法人トーマツにより中間監査を受けております。

３．中間連結財務諸表について

　中間連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則（平成11年大蔵省令第24号）第５条第２項により、当社で

は、子会社の資産、売上等から見て、当企業集団の財政状況及び経営成績に関する合理的な判断を誤らせない程度に重

要性が乏しいものとして、中間連結財務諸表は作成しておりません。

　なお、資産基準、売上高基準、利益基準及び利益剰余金基準による割合は次のとおりであります。

資産基準 0.2％

売上高基準 0.1％

利益基準 △1.0％

利益剰余金基準 △0.1％
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１【中間財務諸表等】

（１）【中間財務諸表】

①【中間貸借対照表】

 
 

前中間会計期間末
（平成19年２月28日）

当中間会計期間末
（平成20年２月29日）

前事業年度の要約貸借対照表
（平成19年８月31日）

区分
注記
番号

金額（千円）
構成比
（％）

金額（千円）
構成比
（％）

金額（千円）
構成比
（％）

（資産の部）           

Ⅰ　流動資産           

１．現金及び預金  1,107,104   954,767   1,163,971   

２．受取手形  282,097   193,335   160,424   

３．売掛金  1,137,888   1,161,185   1,130,318   

４．たな卸資産  559,417   570,484   484,037   

５．その他  170,166   139,376   176,035   

６．貸倒引当金  △20,000   △14,500   △14,800   

流動資産合計   3,236,673 68.3  3,004,648 63.0  3,099,987 65.1

Ⅱ　固定資産           

(1）有形固定資産 ※1,2          

１．建物  294,395   331,782   283,082   

２．土地  765,149   818,594   765,149   

３．その他  40,295   35,027   142,459   

有形固定資産合計  1,099,840   1,185,403   1,190,691   

(2）無形固定資産  11,544   10,786   11,165   

(3）投資その他の資産           

１．投資その他の資
産

 392,911   573,469   469,752   

２．貸倒引当金  △5,425   △6,178   △6,379   

投資その他の資産
合計

 387,486   567,290   463,373   

固定資産合計   1,498,871 31.7  1,763,481 37.0  1,665,230 34.9

資産合計   4,735,545 100.0  4,768,130 100.0  4,765,217 100.0
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前中間会計期間末
（平成19年２月28日）

当中間会計期間末
（平成20年２月29日）

前事業年度の要約貸借対照表
（平成19年８月31日）

区分
注記
番号

金額（千円）
構成比
（％）

金額（千円）
構成比
（％）

金額（千円）
構成比
（％）

（負債の部）           

Ⅰ　流動負債           

１．支払手形  794,601   762,979   725,093   

２．買掛金  442,806   435,889   407,125   

３．短期借入金  150,000   100,000   100,000   

４．一年内返済予定長
期借入金

 104,654   134,556   134,556   

５．未払法人税等  95,000   55,000   47,000   

６．賞与引当金  76,000   83,000   127,000   

７．その他  232,151   276,424   287,006   

流動負債合計   1,895,213 40.0  1,847,850 38.7  1,827,780 38.3

Ⅱ　固定負債           

１．長期借入金  156,595   85,409   152,687   

２．退職給付引当金  65,962   40,249   55,386   

３．役員退職慰労引当
金

 －   434,970   424,125   

４．その他  1,048   636   844   

固定負債合計   223,606 4.7  561,266 11.8  633,043 13.3

負債合計   2,118,820 44.7  2,409,116 50.5  2,460,824 51.6

           

（純資産の部）           

Ⅰ　株主資本           

１．資本金   409,796 8.7  409,796 8.6  409,796 8.6

２．資本剰余金           

(1）資本準備金  417,677   417,677   417,677   

(2）その他資本剰余金  56   56   56   

資本剰余金合計   417,733 8.8  417,733 8.8  417,733 8.8

３．利益剰余金           

(1）利益準備金  29,612   29,612   29,612   

(2）その他利益剰余金           

別途積立金  1,720,000   1,470,000   1,720,000   

繰越利益剰余金  254,264   270,358   △41,425   

利益剰余金合計   2,003,877 42.3  1,769,971 37.1  1,708,187 35.8

４．自己株式   △224,390 △4.7  △234,837 △4.9  △234,732 △4.9

株主資本合計   2,607,015 55.1  2,362,662 49.6  2,300,983 48.3

Ⅱ　評価・換算差額等           

１．その他有価証券評
価差額金

  9,709 0.2  △3,648 △0.1  3,409 0.1

評価・換算差額等合
計

  9,709 0.2  △3,648 △0.1  3,409 0.1

純資産合計   2,616,725 55.3  2,359,013 49.5  2,304,392 48.4

負債純資産合計   4,735,545 100.0  4,768,130 100.0  4,765,217 100.0
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②【中間損益計算書】

  
前中間会計期間

（自　平成18年９月１日
至　平成19年２月28日）

当中間会計期間
（自　平成19年９月１日
至　平成20年２月29日）

前事業年度の要約損益計算書
（自　平成18年９月１日
至　平成19年８月31日）

区分
注記
番号

金額（千円）
百分比
（％）

金額（千円）
百分比
（％）

金額（千円）
百分比
（％）

Ⅰ　売上高   4,567,876 100.0  4,460,132 100.0  8,565,354 100.0

Ⅱ　売上原価   2,891,781 63.3  2,731,565 61.2  5,477,556 64.0

売上総利益   1,676,095 36.7  1,728,566 38.8  3,087,798 36.0

Ⅲ　販売費及び一般管理費   1,504,417 32.9  1,516,101 34.0  3,044,528 35.5

営業利益   171,677 3.8  212,465 4.8  43,269 0.5

Ⅳ　営業外収益 ※１  8,730 0.2  3,781 0.1  13,095 0.2

Ⅴ　営業外費用 ※２  3,922 0.1  11,780 0.3  7,519 0.1

経常利益   176,485 3.9  204,466 4.6  48,844 0.6

Ⅵ　特別利益   1,765 0.0  415 0.0  56,764 0.7

Ⅶ　特別損失   176 0.0  － －  402,612 4.7

税引前中間純利益
又は当期純損失
（△）

  178,073 3.9  204,881 4.6  △297,003 △3.4

法人税、住民税及び
事業税

 80,024   41,613   84,131   

法人税等調整額  △730 79,293 1.7 43,330 84,944 1.9 △184,224 △100,092 △1.1

中間純利益又は当
期純損失（△）

  98,779 2.2  119,937 2.7  △196,910 △2.3
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③【中間株主資本等変動計算書】

前中間会計期間（自　平成18年９月１日　至　平成19年２月28日）

 

株主資本

資本金

資本剰余金 利益剰余金

自己株式
株主資本
合計資本準備

金
その他資
本剰余金

資本剰余
金合計

利益準備
金

その他利益剰余金
利益剰余
金合計別途積立

金
繰越利益
剰余金

平成18年８月31日　残高
（千円）

409,796 417,677 56 417,733 29,612 1,720,000 214,059 1,963,671 △216,934 2,574,265

中間会計期間中の変動額           

剰余金の配当       △58,573 △58,573  △58,573

中間純利益       98,779 98,779  98,779

自己株式の取得         △7,456 △7,456

株主資本以外の項目の中間会
計期間中の変動額（純額）

          

中間会計期間中の変動額合計
（千円）

－ － － － － － 40,205 40,205 △7,456 32,749

平成19年２月28日　残高
（千円）

409,796 417,677 56 417,733 29,612 1,720,000 254,264 2,003,877 △224,390 2,607,015

 

評価・換算差額等

純資産合計
その他有価証券
評価差額金

評価・換算差額
等合計

平成18年８月31日　残高
（千円）

11,093 11,093 2,585,359

中間会計期間中の変動額    

剰余金の配当   △58,573

中間純利益   98,779

自己株式の取得   △7,456

株主資本以外の項目の中間
会計期間中の変動額（純
額）

△1,384 △1,384 △1,384

中間会計期間中の変動額合計
（千円）

△1,384 △1,384 31,365

平成19年２月28日　残高
（千円）

9,709 9,709 2,616,725

当中間会計期間（自　平成19年９月１日　至　平成20年２月29日）

 

株主資本

資本金

資本剰余金 利益剰余金

自己株式
株主資本
合計資本準備

金
その他資
本剰余金

資本剰余
金合計

利益準備
金

その他利益剰余金
利益剰余
金合計別途積立

金
繰越利益
剰余金

平成19年８月31日　残高
（千円）

409,796 417,677 56 417,733 29,612 1,720,000 △41,425 1,708,187 △234,732 2,300,983

中間会計期間中の変動額           

別途積立金の取崩      △250,000 250,000 －  －

剰余金の配当       △58,153 △58,153  △58,153

中間純利益       119,937 119,937  119,937

自己株式の取得         △105 △105

株主資本以外の項目の中間会
計期間中の変動額（純額）

          

中間会計期間中の変動額合計
（千円）

－ － － － － △250,000 311,783 61,783 △105 61,678

平成20年２月29日　残高
（千円）

409,796 417,677 56 417,733 29,612 1,470,000 270,358 1,769,971 △234,837 2,362,662
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評価・換算差額等

純資産合計
その他有価証券
評価差額金

評価・換算差額
等合計

平成19年８月31日　残高
（千円）

3,409 3,409 2,304,392

中間会計期間中の変動額    

別途積立金の取崩   －

剰余金の配当   △58,153

中間純利益   119,937

自己株式の取得   △105

株主資本以外の項目の中間
会計期間中の変動額（純
額）

△7,057 △7,057 △7,057

中間会計期間中の変動額合計
（千円）

△7,057 △7,057 54,620

平成20年２月29日　残高
（千円）

△3,648 △3,648 2,359,013

前事業年度の株主資本等変動計算書（自　平成18年９月１日　至　平成19年８月31日）

 

株主資本

資本金

資本剰余金 利益剰余金

自己株式
株主資本
合計資本準備

金
その他資
本剰余金

資本剰余
金合計

利益準備
金

その他利益剰余金
利益剰余
金合計別途積立

金
繰越利益
剰余金

平成18年８月31日　残高
（千円）

409,796 417,677 56 417,733 29,612 1,720,000 214,059 1,963,671 △216,934 2,574,265

事業年度中の変動額           

剰余金の配当       △58,573 △58,573  △58,573

当期純損失       △196,910 △196,910  △196,910

自己株式の取得         △17,797 △17,797

株主資本以外の項目の事業年
度中の変動額（純額）

          

事業年度中の変動額合計
（千円）

－ － － － － － △255,484 △255,484 △17,797 △273,282

平成19年８月31日　残高
（千円）

409,796 417,677 56 417,733 29,612 1,720,000 △41,425 1,708,187 △234,732 2,300,983

 

評価・換算差額等

純資産合計
その他有価証券
評価差額金

評価・換算差額
等合計

平成18年８月31日　残高
（千円）

11,093 11,093 2,585,359

事業年度中の変動額    

剰余金の配当   △58,573

当期純損失   △196,910

自己株式の取得   △17,797

株主資本以外の項目の事業
年度中の変動額（純額）

△7,684 △7,684 △7,684

事業年度中の変動額合計
（千円）

△7,684 △7,684 △280,966

平成19年８月31日　残高
（千円）

3,409 3,409 2,304,392
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④【中間キャッシュ・フロー計算書】

 
 

前中間会計期間
(自　平成18年９月１日
至　平成19年２月28日)

当中間会計期間
(自　平成19年９月１日
至　平成20年２月29日)

前事業年度の要約キャッシュ
・フロー計算書

(自　平成18年９月１日
至　平成19年８月31日)

区分
注記
番号

金額（千円） 金額（千円） 金額（千円）

Ⅰ　営業活動によるキャッシュ・フ
ロー

    

税引前中間純利益又は当期純
損失（△）

 178,073 204,881 △297,003

減価償却費  18,299 18,180 37,399

貸倒引当金の減少額  △1,067 △500 △5,313

賞与引当金の増加額（△減少
額）

 △42,000 △44,000 9,000

退職給付引当金の減少額  △7,342 △15,136 △17,918

役員退職慰労引当金の増加額  － 10,845 424,125

受取利息及び受取配当金  △768 △1,414 △2,568

支払利息  3,576 2,927 7,045

投資有価証券売却益  △113 － △113

固定資産売却益  △938 － △938

固定資産除売却損  176 － 176

保険解約返戻金  － － △53,564

売上債権の減少額（△増加
額）

 △73,537 △63,577 54,735

たな卸資産の減少額（△増加
額）

 △7,877 △86,279 67,623

仕入債務の増加額（△減少
額）

 51,858 66,651 △53,331

その他資産の増加額  △19,986 △5,587 △4,551

その他負債の増加額（△減少
額）

 22,217 △8,005 1,633

未払消費税等の減少額  △3,099 △4,733 △4,720

その他  △1,946 6,630 74,303

小計  115,524 80,882 236,019

利息及び配当金の受取額  661 1,754 1,583

利息の支払額  △3,589 △3,064 △6,971

法人税等の支払額  △13,096 △34,113 △64,631

営業活動によるキャッシュ・フ
ロー

 99,499 45,458 165,999
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前中間会計期間
(自　平成18年９月１日
至　平成19年２月28日)

当中間会計期間
(自　平成19年９月１日
至　平成20年２月29日)

前事業年度の要約キャッシュ
・フロー計算書

(自　平成18年９月１日
至　平成19年８月31日)

区分
注記
番号

金額（千円） 金額（千円） 金額（千円）

Ⅱ　投資活動によるキャッシュ・フ
ロー

    

定期預金・積金の払戻による
収入

 156,000 304,906 156,000

定期預金・積金の預入による
支出

 △78,068 △152,775 △156,157

有形固定資産の取得による支
出

 △6,771 △10,216 △116,644

有形固定資産の売却による収
入

 2,914 － 2,914

投資有価証券の取得による支
出

 △1,168 △111,169 △2,344

投資有価証券の売却による収
入

 218 － 218

長期貸付金の回収による収入  476 － 476

保険積立金解約による収入  － － 167,443

その他  △13,794 △1,415 △45,724

投資活動によるキャッシュ・フ
ロー

 59,806 29,329 6,182

Ⅲ　財務活動によるキャッシュ・フ
ロー

    

短期借入金の純減少額  － － △50,000

長期借入金の借入による収入  － － 100,000

長期借入金の返済による支出  △77,292 △67,278 △151,298

自己株式の取得による支出  △7,456 △105 △17,797

配当金の支払額  △58,231 △57,847 △58,686

財務活動によるキャッシュ・フ
ロー

 △142,979 △125,231 △177,782

Ⅳ　現金及び現金同等物に係る換算
差額

 1,946 △6,630 2,652

Ⅴ　現金及び現金同等物の増加額
（△減少額）

 18,274 △57,073 △2,948

Ⅵ　現金及び現金同等物の期首残高  532,022 529,074 532,022

Ⅶ　現金及び現金同等物の中間期末
（期末）残高

 550,296 472,000 529,074
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中間財務諸表作成の基本となる重要な事項

項目 前中間会計期間
（自　平成18年９月１日
至　平成19年２月28日）

当中間会計期間
（自　平成19年９月１日
至　平成20年２月29日）

前事業年度
（自　平成18年９月１日
至　平成19年８月31日）

１．資産の評価基準及び評価

方法

(1)有価証券

満期保有目的の債券

償却原価法（定額法）

(1)有価証券

満期保有目的の債券

同左

(1)有価証券

満期保有目的の債券

         同左

 ────── 子会社株式

移動平均法による原価法

──────

 その他有価証券

　時価のあるもの

中間決算日の市場価格等に

基づく時価法（評価差額は全

部純資産直入法により処理し、

売却原価は移動平均法により

算定）

その他有価証券

　時価のあるもの

同左

その他有価証券

　時価のあるもの

期末決算日の市場価格等に

基づく時価法（評価差額は全

部純資産直入法により処理し、

売却原価は移動平均法により

算定）

 　時価のないもの

移動平均法による原価法

　時価のないもの

同左

　時価のないもの

同左

 (2）デリバティブ

時価法

────── (2）デリバティブ

時価法

 (3）たな卸資産

商品、製品、原材料及び仕掛品

　総平均法による原価法

(2）たな卸資産

商品、製品、原材料及び仕掛品

同左

(3）たな卸資産

商品、製品、原材料及び仕掛品

同左

 貯蔵品

　最終仕入原価法

貯蔵品

同左

貯蔵品

同左

２．固定資産の減価償却の方

法

(1）有形固定資産

　定率法（ただし、平成10年４月

１日以降に取得した建物（附属

設備を除く）については定額

法）

　なお、主な耐用年数は、建物15～

50年、車両運搬具６年、工具器具

備品２～８年であります。

(1）有形固定資産

　定率法（ただし、平成10年４月

１日以降に取得した建物（附属

設備を除く）については定額

法）

　なお、主な耐用年数は、建物15～

50年、車両運搬具６年、工具器具

備品２～８年であります。

(1）有形固定資産

　定率法（ただし、平成10年４月

１日以降に取得した建物（附属

設備を除く）については定額

法）

　なお、主な耐用年数は、建物15～

50年、車両運搬具６年、工具器具

備品２～８年であります。

 ────── ────── （会計方針の変更）

当事業年度より、法人税法の

改正に伴い、平成19年４月１日以

降取得の有形固定資産について

は、改正法人税法に規定する償却

方法により、減価償却費を計算し

ております。

なお、この変更に伴う営業利

益、経常利益、税引前当期純損失

に与える影響は軽微であります。

 ────── （追加情報）

法人税法の改正に伴い、平成

19年３月31日以前に取得した有

形固定資産については、改正前の

法人税法に基づく減価償却の適

用により取得価額の５％に到達

した事業年度の翌事業年度から、

取得価額の５％相当額と備忘価

額との差額を５年間にわたり均

等償却し、減価償却費に含めて計

上しております。

なお、この変更に伴い営業利

益、経常利益、税引前中間純利益

に与える影響は軽微であります。

──────
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項目 前中間会計期間
（自　平成18年９月１日
至　平成19年２月28日）

当中間会計期間
（自　平成19年９月１日
至　平成20年２月29日）

前事業年度
（自　平成18年９月１日
至　平成19年８月31日）

 (2）無形固定資産

　定額法

　なお、主な耐用年数は、自社利用

のソフトウェア５年であります。

(2）無形固定資産

同左

(2）無形固定資産

同左

 (3）長期前払費用

　定額法

(3）長期前払費用

同左

(3）長期前払費用

同左

３．引当金の計上基準 (1）貸倒引当金

　債権の貸倒れによる損失に備え

るため、一般債権については貸倒

実績率により、貸倒懸念債権等特

定の債権については個別に回収

可能性を勘案し、回収不能見込額

を計上しております。

(1）貸倒引当金

同左

(1）貸倒引当金

同左

 (2）賞与引当金

　従業員の賞与の支給に充てるた

め、支給見込額のうち当中間会計

期間負担額を計上しております。

(2）賞与引当金

同左

(2）賞与引当金

　従業員の賞与の支給に充てるた

め、支給見込額のうち当事業年度

負担額を計上しております。

 (3）退職給付引当金

　従業員の退職給付に備えるた

め、当事業年度末における退職給

付債務及び年金資産の見込額に

基づき、当中間会計期間末におい

て発生していると認められる額

を計上しております。

  過去勤務債務は、その発生時に

おける従業員の平均残存勤務期

間内の一定の年数（５年）によ

る定額法により按分した額を発

生の事業年度から費用処理して

おります。

　数理計算上の差異は、各事業年

度の発生時における従業員の平

均残存勤務期間以内の一定の年

数（５年）による定額法により

按分した額をそれぞれ発生の翌

事業年度から費用処理しており

ます。

(3）退職給付引当金

同左

(3）退職給付引当金

　従業員の退職給付に備えるた

め、当事業年度末における退職給

付債務及び年金資産の見込額に

基づき計上しております。

  過去勤務債務は、その発生時に

おける従業員の平均残存勤務期

間内の一定の年数（５年）によ

る定額法により按分した額を発

生の事業年度から費用処理して

おります。

　数理計算上の差異は、各事業年

度の発生時における従業員の平

均残存勤務期間以内の一定の年

数（５年）による定額法により

按分した額をそれぞれ発生の翌

事業年度から費用処理しており

ます。
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項目 前中間会計期間
（自　平成18年９月１日
至　平成19年２月28日）

当中間会計期間
（自　平成19年９月１日
至　平成20年２月29日）

前事業年度
（自　平成18年９月１日
至　平成19年８月31日）

 (4）役員退職慰労引当金

──────

(4）役員退職慰労引当金

役員の退職慰労金の支給に充

てるため、内規に基づく中間期末

要支給額を計上しております。

(4）役員退職慰労引当金

役員の退職慰労金の支給に充

てるため、内規に基づく期末要支

給額を計上しております。

  （追加情報）

役員退職慰労金は、従来、支出

時の費用としておりましたが、前

事業年度の下期より「租税特別

措置法上の準備金及び特別法上

の引当金又は準備金並びに役員

退職慰労引当金等に関する監査

上の取扱い」（日本公認会計士

協会　監査・保証実務委員会報告

第42号　平成19年４月13日）を適

用し、期末要支給額を役員退職慰

労引当金として計上する方法に

変更しております。

従って、前中間会計期間は従

来の方法によっており、当中間会

計期間と同一の方法を採用した

場合と比べ、前中間会計期間の営

業利益及び経常利益は10,845千

円、税引前中間純利益は413,280

千円それぞれ多く計上されてお

ります。

（会計方針の変更）

役員退職慰労金は、従来、支出

時の費用としておりましたが、当

事業年度から内規に基づく期末

要支給額を役員退職慰労引当金

として計上する方法に変更しま

した。

この変更は、当事業年度に役

員退職慰労金に係る内規の整備

を行ったことに伴い、また、「租

税特別措置法上の準備金及び特

別法上の引当金又は準備金並び

に役員退職慰労引当金等に関す

る監査上の取扱い」（日本公認

会計士協会　監査・保証実務委員

会報告第42号　平成19年４月13

日）が公表されたことを踏まえ、

期間損益の適正化及び財務内容

の健全化を図るため、役員退職慰

労金を役員の在任期間に亘って

合理的に費用配分するものであ

ります。

この変更により、当事業年度

発生額21,690千円は販売費及び

一般管理費へ、過年度分相当額

402,435千円は特別損失に計上し

ております。この結果、従来と同

一の方法を採用した場合と比べ、

営業利益及び経常利益は21,690

千円減少し、税引前当期純損失は

424,125千円増加しております。

なお、当事業年度の下期に役

員退職慰労金に係る内規の整備

が行われたため、また、「租税特

別措置法上の準備金及び特別法

上の引当金又は準備金並びに役

員退職慰労引当金等に関する監

査上の取扱い」（日本公認会計

士協会 監査・保証実務委員会報

告第42号）の改正が平成19年４

月13日付で行われたため、当中間

会計期間は従来の方法によって

おります。従って、当中間会計期

間は変更後の方法によった場合

と比べ、営業利益及び経常利益は

10,845千円、税引前中間純利益は

413,280千円それぞれ多く計上さ

れております。

４．外貨建の資産及び負債の

本邦通貨への換算基準

　外貨建金銭債権債務は、中間決算

日の直物為替相場により円貨に換

算し、換算差額は損益として処理し

ております。

同左 　外貨建金銭債務債権は、期末日の

直物為替相場により円貨に換算し、

換算差額は損益として処理してお

ります。
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項目 前中間会計期間
（自　平成18年９月１日
至　平成19年２月28日）

当中間会計期間
（自　平成19年９月１日
至　平成20年２月29日）

前事業年度
（自　平成18年９月１日
至　平成19年８月31日）

５．リース取引の処理方法 　リース物件の所有権が借主に移転

すると認められるもの以外のファ

イナンス・リース取引については、

通常の賃貸借取引に係る方法に準

じた会計処理によっております。

同左 同左

６．中間キャッシュ・フロー

計算書（キャッシュ・フ

ロー計算書）における資金

の範囲

　手許現金、要求払預金及び取得日

から３ヵ月以内に満期の到来する

流動性の高い、容易に換金可能であ

り、かつ、価値の変動について僅少

のリスクしか負わない短期的な投

資からなっております。

同左 同左

７．その他中間財務諸表（財

務諸表）作成のための基本

となる重要な事項

消費税等の会計処理

　消費税等（消費税及び地方消費

税）の会計処理は、税抜方式によっ

ております。

　なお、仮払消費税等及び仮受消費

税等は相殺のうえ流動負債の「そ

の他」に含めて表示しております。

消費税等の会計処理

同左

消費税等の会計処理

　消費税等（消費税及び地方消費

税）の会計処理は、税抜方式によっ

ております。
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注記事項

（中間貸借対照表関係）

項目
前中間会計期間末
（平成19年２月28日）

当中間会計期間末
（平成20年２月29日）

前事業年度末
（平成19年８月31日）

※１．有形固定資産の減価償却累計

額

 424,615   千円   461,139    千円  443,337    千円

 　 　  

※２．担保資産    

(1)担保に供している資産    

建物

土地

合計

       264,237 　千円

       702,873 

       967,111 

          244,876  　千円

702,873  

947,749  

254,067  　千円

702,873  

956,940  

(2)担保資産に対応する債務    

短期借入金

一年内返済予定長期借

入金

長期借入金

合計

       150,000 　千円

      79,658 

       129,500 

       359,158 

100,000  　千円

109,560  

83,310  

292,870  

100,000  　千円

109,560  

138,090  

347,650  

（中間損益計算書関係）

項目
前中間会計期間

（自　平成18年９月１日
至　平成19年２月28日）

当中間会計期間
（自　平成19年９月１日
至　平成20年２月29日）

前事業年度
（自　平成18年９月１日
至　平成19年８月31日）

※１．営業外収益のうち主要なもの    

受取利息 401　千円 1,109　千円 1,604　千円

デリバティブ取引評価益     2,515　千円      －　千円 85　千円

※２．営業外費用のうち主要なもの    

支払利息    3,576　千円      2,927　千円 7,045　千円

　３．減価償却実施額    

有形固定資産

無形固定資産

    17,920　千円

 378　千円

          17,801　千円

    378　千円

36,642　千円

757　千円

EDINET提出書類

株式会社アルファ(E05083)

半期報告書

24/35



（中間株主資本等変動計算書関係）

前中間会計期間（自　平成18年９月１日　至　平成19年２月28日）

１．発行済株式の種類及び総数並びに自己株式の種類及び株式数に関する事項

 
前事業年度末株式
数（千株）

当中間会計期間増
加株式数（千株）

当中間会計期間減
少株式数（千株）

当中間会計期間末
株式数（千株）

発行済株式     

普通株式 9,154 － － 9,154

合計 9,154 － － 9,154

自己株式     

普通株式（注） 786 23 － 809

合計 786 23 － 809

　（注） 普通株式の自己株式の株式数の増加23千株は、取締役会での決議（平成18年12月１日決議）による買受けであり

ます。

２．新株予約権及び自己新株予約権に関する事項

 該当事項はありません。

３．配当に関する事項

(1）配当金支払額

（決議）
株式の種類

配当金の総額
（百万円）

１株当たり配当
額（円）

基準日 効力発生日

平成18年11月29日

定時株主総会
普通株式 58 7 平成18年８月31日 平成18年11月30日

(2）基準日が当中間会計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が中間会計期間末後となるもの

  該当事項はありません。

当中間会計期間（自　平成19年９月１日　至　平成20年２月29日）

１．発行済株式の種類及び総数並びに自己株式の種類及び株式数に関する事項

 
前事業年度末株式
数（千株）

当中間会計期間増
加株式数（千株）

当中間会計期間減
少株式数（千株）

当中間会計期間末
株式数（千株）

発行済株式     

普通株式 9,154 － － 9,154

合計 9,154 － － 9,154

自己株式     

普通株式（注） 846 0 － 847

合計 846 0 － 847

　（注） 普通株式の自己株式の株式数の増加０千株は、単元未満株式の買取りによるものであります。

２．新株予約権及び自己新株予約権に関する事項

 該当事項はありません。

３．配当に関する事項

(1）配当金支払額

（決議）
株式の種類

配当金の総額
（百万円）

１株当たり配当
額（円）

基準日 効力発生日

平成19年11月28日

定時株主総会
普通株式 58 7 平成19年８月31日 平成19年11月29日
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(2）基準日が当中間会計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が中間会計期間末後となるもの

  該当事項はありません。

前事業年度（自　平成18年９月１日　至　平成19年８月31日）

１．発行済株式の種類及び総数並びに自己株式の種類及び株式数に関する事項

 
前事業年度末株式
数（千株）

当事業年度増加株
式数（千株）

当事業年度減少株
式数（千株）

当事業年度末株式
数（千株）

発行済株式     

普通株式 9,154 － － 9,154

合計 9,154 － － 9,154

自己株式     

普通株式（注） 786 60 － 846

合計 786 60 － 846

　（注）　普通株式の自己株式の株式数の増加60千株は、単元未満株式の買取による増加１千株、取締役会での決議（平成

18年12月１日決議）による買受け59千株であります。

２．新株予約権及び自己新株予約権に関する事項

 該当事項はありません。

３．配当に関する事項

(1）配当金支払額

（決議）
株式の種類

配当金の総額
（百万円）

１株当たり配当
額（円）

基準日 効力発生日

平成18年11月29日

定時株主総会
普通株式 58 7 平成18年8月31日 平成18年11月30日

(2）基準日が当期に属する配当のうち、配当の効力発生日が翌期となるもの

（決議）
株式の種類

配当金の総額
（百万円）

配当の原資
１株当たり配
当額（円）

基準日 効力発生日

平成19年11月28日

定時株主総会
普通株式 58 利益剰余金 7 平成19年８月31日 平成19年11月29日

（中間キャッシュ・フロー計算書関係）

前中間会計期間
（自　平成18年９月１日
至　平成19年２月28日）

当中間会計期間
（自　平成19年９月１日
至　平成20年２月29日）

前事業年度
（自　平成18年９月１日
至　平成19年８月31日）

　現金及び現金同等物の中間期末残高と中間

貸借対照表に記載されている科目の金額との

関係

　現金及び現金同等物の中間期末残高と中間

貸借対照表に記載されている科目の金額との

関係

　現金及び現金同等物の期末残高と貸借対照

表に記載されている科目の金額との関係

（平成19年２月28日現在） （平成20年２月29日現在） （平成19年８月31日現在）

現金及び預金勘定    1,107,104千円

預入期間が３カ月を超

える預金・積金
△556,807

現金及び現金同等物        550,296

現金及び預金勘定 954,767千円

預入期間が３カ月を超

える預金・積金
△482,766

現金及び現金同等物    472,000

現金及び預金勘定 1,163,971千円

預入期間が３カ月を超

える預金・積金
△634,897

現金及び現金同等物 529,074
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（リース取引関係）

前中間会計期間
（自　平成18年９月１日
至　平成19年２月28日）

当中間会計期間
（自　平成19年９月１日
至　平成20年２月29日）

前事業年度
（自　平成18年９月１日
至　平成19年８月31日）

　リース物件の所有権が借主に移転す

ると認められるもの以外のファイナ

ンス・リース取引

　リース物件の所有権が借主に移転す

ると認められるもの以外のファイナ

ンス・リース取引

　リース物件の所有権が借主に移転す

ると認められるもの以外のファイナ

ンス・リース取引

 １．借主側  １．借主側 １．借主側

(1）リース物件の取得価額相当額、

減価償却累計額相当額、減損損失

累計額相当額及び中間期末残高

相当額

(1）リース物件の取得価額相当額、

減価償却累計額相当額、減損損失

累計額相当額及び中間期末残高

相当額

(1）リース物件の取得価額相当額、

減価償却累計額相当額、減損損失

累計額相当額及び期末残高相当

額

 

取得価
額相当
額
（千円）

減価償
却累計
額相当
額
（千円）

減損損
失累計
額相当
額
（千円）

中間期
末残高
相当額
（千円）

有形固定
資産のそ
の他

217,549 96,216 1,660 119,672

無形固定
資産

61,895 30,682 － 31,213

合計 279,444 126,898 1,660 150,885

 

取得価
額相当
額
（千円）

減価償
却累計
額相当
額
（千円）

減損損
失累計
額相当
額
（千円）

中間期
末残高
相当額
（千円）

有形固定
資産のそ
の他

244,848 122,023 1,660 121,164

無形固定
資産

65,812 38,763 － 27,049

合計 310,660 160,786 1,660 148,213

 

取得価
額相当
額
（千円）

減価償
却累計
額相当
額
（千円）

減損損
失累計
額相当
額
（千円）

期末残
高相当
額
（千円）

有形固定
資産のそ
の他

233,657 110,244 1,660 121,751

無形固定
資産

64,134 33,659 － 30,474

合計 297,791 143,904 1,660 152,226

(2）未経過リース料中間期末残高相

当額等

未経過リース料中間期末残高相当

額

(2）未経過リース料中間期末残高相

当額等

未経過リース料中間期末残高相当

額

(2）未経過リース料期末残高相当額

等

未経過リース料期末残高相当額

１年内 52,983　千円

１年超 101,274

合計 154,257

リース資産減損

勘定の残高
1,048  千円

１年内  56,016　千円

１年超 95,419

合計 151,435

リース資産減損

勘定の残高
     636  千円

１年内 55,899  千円

１年超   99,660

合計 155,559

リース資産減損

勘定の残高
844　千円

(3）支払リース料、リース資産減損

勘定の取崩額、減価償却費相当額

及び支払利息相当額

(3）支払リース料、リース資産減損

勘定の取崩額、減価償却費相当額

及び支払利息相当額

(3）支払リース料、リース資産減損

勘定の取崩額、減価償却費相当額

及び支払利息相当額

支払リース料  31,427　千円

リース資産減損

勘定の取崩額
　  204　千円

減価償却費相当

額
 29,065  千円

支払利息相当額   1,672　千円

支払リース料   32,170　千円

リース資産減損

勘定の取崩額
207　千円

減価償却費相当

額
30,384  千円

支払利息相当額 1,738　千円

支払リース料  61,950　千円

リース資産減損

勘定の取崩額
408　千円

減価償却費相当

額
 58,323　千円

支払利息相当額  3,425　千円

(4）減価償却費相当額の算定方法

　リース期間を耐用年数とし、残

存価額を零とする定額法によっ

ております。

(4）減価償却費相当額の算定方法

同左

(4）減価償却費相当額の算定方法

同左

(5）利息相当額の算定方法

　リース料総額とリース物件の取

得価額相当額との差額を利息相

当額とし、各期への配分方法につ

いては、利息法によっておりま

す。

(5）利息相当額の算定方法

同左

(5）利息相当額の算定方法

同左
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前中間会計期間
（自　平成18年９月１日
至　平成19年２月28日）

当中間会計期間
（自　平成19年９月１日
至　平成20年２月29日）

前事業年度
（自　平成18年９月１日
至　平成19年８月31日）

 ２．貸主側  ２．貸主側 ２．貸主側

 　未経過リース料中間期末残高相当額  　未経過リース料中間期末残高相当額  未経過リース料期末残高相当額

１年内 1,319　千円

１年超 2,994

計 4,313

１年内  1,358　千円

１年超 1,635

計 2,994

１年内  1,338　千円

１年超 2,320

計 3,658

（注） 上記はすべて転貸リース取引

に係る貸主側の未経過リース料

中間期末残高相当額でありま

す。

　なお、当該転貸リース取引はお

おむね同一の条件で第三者に

リースしているのでほぼ同額の

残高が上記の借主側の未経過

リース料中間期末残高相当額に

含まれております。

（注） 　　　　同左 （注） 上記はすべて転貸リース取引

に係る貸主側の未経過リース料

期末残高相当額であります。

　なお、当該転貸リース取引はお

おむね同一の条件で第三者に

リースしているのでほぼ同額の

残高が上記の借主側の未経過

リース料期末残高相当額に含ま

れております。
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（有価証券関係）

（前中間会計期間）

１．その他有価証券で時価のあるもの

 

前中間会計期間末（平成19年２月28日）

取得原価（千円）
中間貸借対照表計上額

（千円）
差額（千円）

株式 47,045 62,835 15,790

その他 10,200 10,709 509

合計 57,245 73,544 16,299

２．時価評価されていない有価証券の内容

 
前中間会計期間末（平成19年２月28日）

中間貸借対照表計上額（千円）

満期保有目的の債券  

譲渡性預金（国内） 74,078

その他有価証券  

非上場株式 5,000

合計 79,078

　（注）　譲渡性預金（国内）74,078千円は、中間貸借対照表において「現金及び預金」として表示しております。

（当中間会計期間）

１．その他有価証券で時価のあるもの

 

当中間会計期間末（平成20年２月29日）

取得原価（千円）
中間貸借対照表計上額

（千円）
差額（千円）

株式 49,312 45,312 △3,999

その他 10,200 8,075 △2,125

合計 59,512 53,387 △6,124

２．時価評価されていない有価証券の内容

 
当中間会計期間末（平成20年２月29日）

中間貸借対照表計上額（千円）

満期保有目的の債券  

非上場外国債券 100,000

子会社株式及び関連会社株式  

子会社株式 10,000

その他有価証券  

非上場株式 5,000

合計 115,000

（前事業年度）

１．その他有価証券で時価のあるもの

EDINET提出書類

株式会社アルファ(E05083)

半期報告書

29/35



 

前事業年度末（平成19年８月31日）

取得原価（千円）
貸借対照表計上額
（千円）

差額（千円）

株式 48,142 54,395 6,253

その他 10,200 9,670 △530

合計 58,342 64,065 5,723

２．時価評価されていない有価証券の内容

 
前事業年度末（平成19年８月31日）

貸借対照表計上額（千円）

 満期保有目的の債券  

 　譲渡性預金（国内） 74,078

 その他有価証券  

 非上場株式 5,000

合計 79,078

　（注）　譲渡性預金（国内）74,078千円は、貸借対照表において「現金及び預金」として表示しております。

（デリバティブ取引関係）

前中間会計期間（自　平成18年９月１日　至　平成19年２月28日）

デリバティブ取引の契約額等、時価及び評価損益の状況

対象物の種類 取引の種類 契約額等（千円） 時価（千円） 評価損益（千円）

通貨 為替予約取引 135,360 139,225 3,865

当中間会計期間（自　平成19年９月１日　至　平成20年２月29日）

中間期末残高がないため、該当事項はありません。

前事業年度（自　平成18年９月１日　至　平成19年８月31日）

デリバティブ取引の契約額等、時価及び評価損益の状況

対象物の種類 取引の種類 契約額等（千円） 時価（千円） 評価損益（千円）

通貨 為替予約取引 67,680 69,115 1,435
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（ストック・オプション等関係）

 該当事項はありません。

（持分法損益等）

　該当事項はありません。

（１株当たり情報）

項目
前中間会計期間

（自　平成18年９月１日
至　平成19年２月28日）

当中間会計期間
（自　平成19年９月１日
至　平成20年２月29日）

前事業年度
（自　平成18年９月１日
至　平成19年８月31日）

１株当たり純資産額   313円57銭 283円97銭 277円38銭

１株当たり中間純利益金額

又は当期純損失金額（△）
11円81銭 14円43銭 △23円60銭

潜在株式調整後１株当たり

中間（当期）純利益金額

　潜在株式が存在しないた

め記載しておりません。

同左 　なお、潜在株式調整後１株

当たり当期純利益金額につ

いては、１株当たり当期純

損失であり、また、潜在株式

が存在しないため記載して

おりません。

　（注）　１株当たり中間純利益金額又は当期純損失金額（△）の算定上の基礎は、以下のとおりです。

項目
前中間会計期間

（自　平成18年９月１日
至　平成19年２月28日）

当中間会計期間
（自　平成19年９月１日
至　平成20年２月29日）

前事業年度
（自　平成18年９月１日
至　平成19年８月31日）

中間純利益又は当期純損失

（△）（千円）
98,779 119,937 △196,910

普通株主に帰属しない金額

（千円）
－ － －

普通株式に係る中間純利益

又は当期純損失（△）（千

円）

98,779 119,937 △196,910

期中平均株式数（株） 8,359,698 8,307,530 8,342,605

（重要な後発事象）

　該当事項はありません。

（２）【その他】

　該当事項はありません。
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第６【提出会社の参考情報】

　当中間会計期間の開始日から半期報告書提出日までの間に、次の書類を提出しております。

(1）有価証券報告書及びその添付書類

　事業年度（第25期）（自　平成18年９月１日　至　平成19年８月31日）平成19年11月29日中国財務局長に提出。

(2）自己株券買付状況報告書

　　　報告期間（自平成19年８月１日　至平成19年８月31日）　　平成19年９月４日中国財務局長に提出。

　　　報告期間（自平成19年９月１日　至平成19年９月30日）　　平成19年10月１日中国財務局長に提出。

　　　報告期間（自平成19年10月１日　至平成19年10月31日）　　平成19年11月２日中国財務局長に提出。

　　　報告期間（自平成19年11月１日　至平成19年11月30日）　　平成19年12月３日中国財務局長に提出。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】

　該当事項はありません。
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独立監査人の中間監査報告書

    

   平成19年５月16日

株式会社アルファ    

 取締役会　御中  

 監査法人トーマツ  

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 中山　紀昭　　印

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 三宅　昇　　　印

     

　当監査法人は、証券取引法第193条の２の規定に基づく監査証明を行うため、「経理の状況」に掲げられている株式会社ア

ルファの平成18年９月１日から平成19年８月31日までの第25期事業年度の中間会計期間（平成18年９月１日から平成19年

２月28日まで）に係る中間財務諸表、すなわち、中間貸借対照表、中間損益計算書、中間株主資本等変動計算書及び中間

キャッシュ・フロー計算書について中間監査を行った。この中間財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は

独立の立場から中間財務諸表に対する意見を表明することにある。

　当監査法人は、我が国における中間監査の基準に準拠して中間監査を行った。中間監査の基準は、当監査法人に中間財務諸

表には全体として中間財務諸表の有用な情報の表示に関して投資者の判断を損なうような重要な虚偽の表示がないかどう

かの合理的な保証を得ることを求めている。中間監査は分析的手続等を中心とした監査手続に必要に応じて追加の監査手

続を適用して行われている。当監査法人は、中間監査の結果として中間財務諸表に対する意見表明のための合理的な基礎を

得たと判断している。

　当監査法人は、上記の中間財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認められる中間財務諸表の作成基準に準拠して、

株式会社アルファの平成19年２月28日現在の財政状態並びに同日をもって終了する中間会計期間（平成18年９月１日から

平成19年２月28日まで）の経営成績及びキャッシュ・フローの状況に関する有用な情報を表示しているものと認める。

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以　上

　（注）　上記は、中間監査報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社が中間財務諸表に添付

する形で別途保管しております。
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独立監査人の中間監査報告書

    

   平成20年５月15日

株式会社アルファ    

 取締役会　御中  

 監査法人トーマツ  

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 梶浦　和人　　印

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 三宅　昇　　　印

     

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づく監査証明を行うため、「経理の状況」に掲げられている

株式会社アルファの平成19年９月１日から平成20年８月31日までの第26期事業年度の中間会計期間（平成19年９月１日か

ら平成20年２月29日まで）に係る中間財務諸表、すなわち、中間貸借対照表、中間損益計算書、中間株主資本等変動計算書及

び中間キャッシュ・フロー計算書について中間監査を行った。この中間財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の

責任は独立の立場から中間財務諸表に対する意見を表明することにある。

　当監査法人は、我が国における中間監査の基準に準拠して中間監査を行った。中間監査の基準は、当監査法人に中間財務諸

表には全体として中間財務諸表の有用な情報の表示に関して投資者の判断を損なうような重要な虚偽の表示がないかどう

かの合理的な保証を得ることを求めている。中間監査は分析的手続等を中心とした監査手続に必要に応じて追加の監査手

続を適用して行われている。当監査法人は、中間監査の結果として中間財務諸表に対する意見表明のための合理的な基礎を

得たと判断している。

　当監査法人は、上記の中間財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認められる中間財務諸表の作成基準に準拠して、

株式会社アルファの平成20年２月29日現在の財政状態並びに同日をもって終了する中間会計期間（平成19年９月１日から

平成20年２月29日まで）の経営成績及びキャッシュ・フローの状況に関する有用な情報を表示しているものと認める。

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以　上

　（注）　上記は、中間監査報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社が中間財務諸表に添付

する形で別途保管しております。
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